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1 二つの基本原則 

 

〔その一〕 社会で、一般に漢字を用いて表記している言葉は、相

手がたとい小学校の一年生であっても、最初から漢字で表記して

提出しなくてはいけない。初めはかな書きで学習させ、それに習

熟させた後に、漢字書きに移る、という今までのやり方は、絶対に

止めなければいけない。 

 

今までのわが国の国語教育は、「漢字で書くのを本則とする言葉で

も、必ず最初はかな書きして提出し、学習させる。そして子供たちが、

それに習熟した後に漢字書きに改められて提出され、指導される」と

いう「二重の手間をかけさせる」のが、明治以来一貫して行われて来

た文字教育の過程でした。それはもう批判の余地のない、当然のこと

であるかのように、今まで 80 年もの間、誰からも疑われずに来ました。

これは実に不思議なことであったと私は思っています。最初、この方

式が行われるようになったことには、勿論それだけの理由があったこ

とは私も認めます。また、この方式が、漢字学習に致命的な欠陥を持

つものであるのにもかかわらず、今まで、外国に類のない成果を挙げ

て来た事実も認めています。しかし、それにしても、今まででこの表

記方式に対して、私が抱いているような疑問が投げかけられ、批判が

なされなかったということは、何と言っても不思議なことであると言わざ

るを得ません。 

この今までの方式が、漢字学習に致命的な欠陥を持っていること

は、すでに「第一部」で、事実によって私は明らかにしたつもりです。

しかし、これは事実によって証明するまでもなく、現在の心理学の説く

所からでも容易に推察できるものであって、その点、学者、教育者の

怠慢だったと私は思っています。 

今までの方式の欠陥についてはすでに十分に述べたと思います

ので、その功罪を明瞭にするという意味で、功績についても割引きす

ることなく、ここに考えてみたいと思います。そして、新しい方式が、そ

の功績をも継承できるものであるかどうか、また、それにはどうしたら

よいだろうか、などをも合せてみたいと思います。 

その第一の功は、「かなの五十音さえ読み書きできれば、最低の

用は一応それで足りる」ということだったと思います。これは外国と比

較してみる時、確かにかなの利点ということができると思います。ロー

マ字は26字に過ぎませんが、これだけいかに読み書きできても、とて

も英文やフランス文が、読めたり書けたりできるわけのものではありま

せん。一つ一つの言葉について、その綴りを学習しなければ、読めも

書けもできないことは誰でも知っている通りです。しかも、その学習が

なかなか容易なことではないのです。石井桃子さんが、アメリカヘ行

かれて、ある教育研究会に出席した時、ちょうど、「本をらくに読める

子は 5％くらいで、あとの子供は、教科書を読むだけでも四苦八苦し

ている」ということを、一小学校牧師が訴えていた、と言っていますが、

この話に文字の少ないことが、文章の読み書きを直接やさしくするも

のでないことをよく物語っていると思います。またアメリカで『ジョニィ

ーはなぜ読めないか』(Johnny Can't Read and What You Can Do 

about It）という本がベストセラーズになったということも、よくこの事情

を物語っていると思います。 

かなの場合は、かな書きされた本なら、どんな本でも読むことがで

きます。五十音の学習さえできれば、一年生でも、かな書きのイソッフ
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物語やガリバー旅行記なら、これを読んで理解することができます。

「日本の小学校の一年生は、誰でも、イソッフ物語やガリバー旅行記

がばりばり読める」と言ったら、外国人は誰でもきっとびっくりすること

でしょう。これは確かにすばらしいことに違いありません。 

また、書く場合においても、五十音を書くことさえできれば、それで

一応の用が足りるのです。かなで書かれたものは読みにくい、という

欠点はありますが、とにかく意味だけは読む者に通じます。英語やフ

ランス語だったら、とてもこうはいきません。だから、世界に類例のな

い「生活綴り方」が、わが国に起り、日本特有の児童文学が発達しだ

のは「かな」のためだったと言えます。わが国では、ともかくも一年生

から作文教育を行うことができるのです。外国では、どんな幼稚な文

章であっても、「生活作文」が自由に綴れるのは二年の後期から三年

でしょう。それでも、わが国の一年生以上に、文章表現の上において、

多くの制約を受けるはずです。わが国では、かな書きの文なら、かな

り内容の豊かなものが一年生にも書けます。つまり心に感じたこと、思

うことが、話として発表できるものは、文章としても表現できるわけで

す。どんな言葉でも、かな書きするかぎりにおいては、少しも困難なこ

とはないからです。これに比べると、欧米諸国では、子供たちが、日

常どんなに使い慣れている言葉でも、その綴り方を学習しないかぎり、

文字として表現することができないのですから、作文教育はおいそれ

とはできないわけです。 

これは、国語教育における一作文指導の問題に過ぎませんが、し

かし、ことは「作文教育」の問題だけに止らない点に、私たちは注意し

たいと思います。わが国のかな文字表記の特性から、一年生でも、適

当な指導さえ行えば、見たり、聞いたりしたこと、行ったこと、考えたこ

とを、何でもりっぱに文章表現することができるのです。それで、これ

を手がかりに子供自身、および子供の世界を教師が理解することが

できて、その生活指導も適切に行うことができる、ということになるわけ

です。これは確かにすばらしい利点だということができます。事実、今

までに数多くの優れた「作品」と共に、貴重な「人間形成」のための指

導の実例がたくさん発表されています。これは、かな文字そのものの

功績ではありませんが、「かなによる国語表記の現行方式」の生んだ

功績であることだけは認めてやってよいと思います。 

それでは、この利点を長く保持するためには、この表記方式を守る

べきかどうか、ということになりますと、私は、この不合理な「表記方式」

を断つためには、この利点を失うことを少しも惜しみません。なぜなら、

すでに私が明らかにしましたように、多くの不合理を持つ「現行表記

方式」は、正常なわが国の国語力を養うのに、あまりにも弊害が多い

からです。ただ、わが国では、あまりにもこの表記方式に慣れてしま

っていて、その弊害に気づく者がいないので、いつこれを断ち切るこ

とができることやらまったくわかりません。しかし、よく考えていただき

たいと思います。かな文字表記の利点は変則から生じたものであっ

て、いわば犠牲の上に得られた利点です。誇らしく「世界に類例のな

い作文教育」などと言ってはいられないと思うのです。 

私は、まず、わが国の国語教育を正常な軌道の上に乗せることが

大切だ、と思います。それがたとい困錐な教育であるとしても、そのた

めに、教育を正常なものに移すことをためらうべきではありません。安

易な方法は、日本の文化を高める能力を養えないでしょうし、人間は

決してそんな安易さに満足できるものではありません。むしろ、人間と

いうものは、容易に達成できないような奥深い物に対してあこがれを
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持ち、簡単に征服できるようなものは、決して望まないものです。私は、

子供たちを一年生から何度か指導してみて、自ら成長しようとする意

欲の強いのに驚かされると同時に、子供たちを頼もしく思ったもので

す。子供というものは、甘やかせばかぎりもなく甘えます。しかし、そ

れだけを子供の本心だと考えてはなりません。その半面には困難を

喜ぶ気持があるのです。いわば「開 

拓精神」とでも言うべきものが、子供たちの支えになっているので

あって、これは成人よりもむしろ子供たちのものだと私は思っていま

す。私は、子供たちが、遊びや甘えたい誘惑をしりぞけ、少しでもより

高いものを身につけようと、けなげにも努力している姿を今までに多く

見ています。私の経験では、一年生の子供たちでさえ、ある意味で、

甘い学習よりも、きびしい学習、困難な学習を求めていると思われま

す。甘い物で子供を釣ることは誰にでもできます。しかし、きびしい学

習、困難な学習に子供たちを喜んでおもむかせることこそ、教師のな

すべき、もしくは教師だけができる仕事だと私は思っています。子供

を鍛えるという意味では、やさしいことをも、わざとむずかしくして教え

る必要さえある、と思います。しかし、そういうことはともかくとして、わ

が国では、何でも、子供にやさしくおもしろく学習させることばかり考

えて、そのためには、本末の転倒した学習指導さえ行いかねません。

つまり、必要なことでさえ、ただむずかしいという理由で指導を控える

ことが、当然であるかのように行われているのです。これでは、「教

育」の名に値しないと、私は思っています。方法は、考えるならば、そ

して、いろいろに試みるならば、必ず良いものが発見されるものです。

「学習がむずかしい」ということなど、指導者の無能を告白するだけで

あり、努力の不足を表明するだけです。そして、何よりも子供の持つ

力というものを知らないものと言うことができます。 

国立国語研究所の輿水実氏は、私の表記方式では、一、二年生に

は作文指導ができなくなるのではないか、と心配されて、その点どう

するのか、と質問して下さったことがあります。その時、私は次のよう

に答えました。 

「この点では、私は外国流の作文教育と同じように考えています。

つまり、一年生では、自分の考えをまとめて話をすることができる、と

か、順序立てて物事を発表することができる、とかいうことに主眼をお

いて指導します。『話すこと』は『書くこと』の基礎だから、十分にこれ

を発展させるのです。それと同時に、これと並行して、日常生活に必

要な言葉が、漢字で書けるように指導する。つまり、外国のスペリング

の学習に当ることを二、二年生の間にうんとやらせます。また、同時に、

『基礎文型』や『模範文型』に従って、『文を書き綴る』学習をやらせま

す。そして、この三者がある程度の標準に達するまでは、現行のよう

な作文指導は行わないのです。『話す能力』と『書く能力（文字を書く

力と文を作る力』とがある程度まで高められた所で、……それは第二

学年の後期、もしくは第三学年と予想されます……作文教育を始め

ます。そうすれば、三、四年までは多少遅れているでしょうが、六年生

になり、小学校を終える頃には、今の作文能力には到達できるので

はないかと考えています」 

すると、輿水氏は、これに対して実例を挙げて、私の考え方を肯定

して下さいました。それは、わが国と欧米諸国の、小学生の作文に使

用される語彙量を調査したものがあって、それによりますと、わが国の

小学校一年生の作文に使用される語彙量は、外国の小学校一年生

の作文に使用されるものとは、比較にならぬほど多いというのです。
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そして、これは二年生でもほとんど変りがないそうです。ところが、学

年が進むにつれて次第に差がちぢまり、六年生になるとまったく同じ

程度になってしまっているそうです。この事実から徴すれば、私のや

り方でも、一、二年生では遅れていても、小学校全体の過程からみれ

ば、作文教育をりっぱに成功させることができるはずである、というも

のでした。 

一年生で、文が綴れないにかかわらず、一年生としては、口頭作

文にもっと力を入れるべきだ、と私は思っています。いかに文が綴れ

ると言っても、幼い子供たちが、自分の考えをまとめて、順序立てて

話すということも十分にできないうちから、文を綴らせるということはど

ういうものかと、私はこれを疑問に思っています。自由作文の前に指

導すべきことがまたたくさんあるのですから、まして、今は、かな文字

表記が、表記学習に致命的な欠陥を持っていることがわかったので

すから、現行の文字学習方式は、一刻も早く廃止して、私の主張する

方式に移ってもらいたいものだと思います。 

第二の功は、かなが、かな書きされた本によって、学校教育を受け

られなかった昔の人や、小学校の一年生にも、知識を与えることに力

があった、ということです。かな書きされているかぎり、相当に深い内

容を持った物語でも、確かに読むことができます。前にも述べました

ように、一年生でも、イソップ物語やガリバー旅行記を、独力で、楽し

く読むことができるのです。欧米の一年生では、これはとてもできるこ

とではありません。欧米では、せいぜい絵本によって知識を得なけれ

ばできないのに、わが国では、自ら書物を読むことによって知識を広

めたり、深めたりすることができるのですから、これは、確かに、すば

らしいことに違いありません。また、「わが国が、世界でも有数の、文

盲の少ない国であるのは、一にかな文字のためである」ということが

言われていますが、「発音記号」を持たない中国に文盲が多い、とい

う事実を見る時、それが理由の総てではないにしても、それによる所

のあることは否定できないと思われます。 

 

以上、かな文字の功績について考えてみましたが、これを私の「表

記方式に改めた場合、どうなるでしょうか。その大体については、す

でに考えてみましたように、一時的にある部面を見る時は、あるいは

劣っているように見える点があっても、全体的に見る時には劣ってい

ないばかりか、長い目で見る時はずっと有利になるのです。 

例えば、かな書き文によらないでも、一年生が物語を読むことは、り

っぱにできるのです。漢字がかなよりも学習しやすい事実はすでに

第一部で述べましたが、一年生でも、私のやり方で指導を受けた子

供は、かな書きの文よりも漢字書き文の方が読みよいと言って喜んで

います。外国では、二、三年生にならなければ読めないような物語が、

わが国では一年生でも読める、というのは、ほんとは「かな書きだか

ら」というのではないのです。欧米諸国の綴字法がむずかしいからな

のです。その綴りを記憶するということは、先にも述べましたように、ア

メリカでも、フランスでも、実に大変なことだと考えられていて、それに

多くの時間と労力が費されていることで、よく知ることができます。この

点に関する誤解が非常に多いので、ついでに、もう少し言わせてい

ただきたいと思います。 

「漢字が、国語学習に大きな負担となっていて、そのため、いたず

らに時問と労力とが多く費されている。欧米では、文字数が少ないた

め、わが国の半分もしくはそれ以下の時間で国語学習が完成され、
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そのため、浮いた時間は、もっと重要な科目に振りむけられている」と

いうようなことがよく言われます。一体、どんな事実によって、こんなこ

とを言うのでしょうか。外国の国語教育の実際を知らない人は、この言

葉を聞けば、「ほんとにそうかも知れない。それなら、漢字など早く廃

止して、かなかローマ字にすれば、わが国の科学はもっと進むかも知

れない」と、誰だって考えたくなります。それだけに、こういう無責任な、

あるいは、故意に国民をあざむこうとして作為的に言っているとしか

思えない、まったく事実に反したことを証拠に挙げることは卑劣だと思

います。この人たちは、うそを言って、人をだましてでも、自分の主張

に人を引っぱり込めばそれで良いとしか考えていないようです。 

事実は、アメリカ、ソ連、ドイツ、フランス、欧米における科学の進ん

でいる国々は、すべて、わが国での二倍、もしくはそれ以上の時間を、

国語学習に当てているのです。 

わが国では、昨年までは、一、二、三年という、国語学習の時間を

放も多く取るべき時期においてさえ、一週間の授業総時数は 5 時間

に足りませんでした。つまり、一、二、三年ともに一週間に 6 時間とな

っていますが、実際は一時間が 45 分になっていますので、6 時間で

も、4 時間 30 分にしかならないのです。ところが、フランスでは、一週

間の国語の総時数は、一、二、三年を平均して、14 時間 40 分です。

わが国の三倍よりも多い時間です（この時同数は、あまりにも多いの

で、私には信じられないくらいです。しかし、これは文部省調査局が

調査し発表しているもので、自分でフランスに行って確かめることが

できない現在は、これ以上に信頼すべきものはないと思います）。東

ドイツでは、一、二、三年の平均が 11 時間 20 分で、わが国のおよそ

二倍半の時間に当っています。アメリカやソ連は、大体、東ドイツに近

い時間数で、いずれもわが国の二倍の授業時数を持っています、欧

米では四、五、六年と学年が進むにつれて、国語の授業時数が減り

ますが、それでも、四、五、六年を平均すると、フランスが9時間20分、

東ドイツが 8時間40分で、やはり、わが国の授業時数よりはずっと多

くの時間が国語学習のために使われています。 

特に私が注目していただきたいと思うことは、科学教育の優れてい

ることで有名なドイツが、一、二、三年では、理科学習を全然行ってい

ないということです。三年までは、国語、算数の外は、図画、音楽、体

育の三教科があるだけで、それも三教科の授業時数を合計しても、

わずかに二時間にしかならないのです。国語は、三学年を通じて、常

に授業総時数の半分以上を独占しています。一年生は授業総時数

15 時間で、そのうち 8 時間が国語です。算数が 9 時間、その他二教

科の介計が 2時間です。昨年、文部省の指導要領に従って行った私

の学校の時間配当が、授業総数 18 時間（45 分授業で 24 時間）のう

ち、国語4時間30分、社会1時間30分、算数3時間、理科1時間

30分、音楽2時間15分、図画工作2時間15分、体育2時間15分、

道徳 45 分、というものでした。教科の数も多く、時間の割り振りも非常

にならしてあることが目に付きます。基礎教科である国語・算数の合

計が7時間30分で、総時間数の42％弱に過ぎません。東ドイツの国

語・算数の合計が 13 時間で、総時間数 15 時間のほとんど大部分を

占めているのに比べますと、実に八方美人的な時間配当であること

がよくわかります。 

ついでに申し上げますと、東ドイツの二年生は、授業総時間数が

19時間、そのうち国語が12時間、算数が5時間、その他三教科の合

計が 2時間です。国語だけで、全休の 63％強を占めています。三年
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生は、授業総時間数が 24 時間、そのうち国語が 14 時間、算数が 6

時間、その他三教科の合計が4時間です。これを見れば、ドイツ人が

どんなに国語学習を大切に収扱っているかがよくわかると思います。

これは、四、五、六年生になってもそんなに変りません。歴史と理科

が教科として新しく出て来ますが、歴史は 3 年間を通じて 2 時間、理

科は、四年で 2 時間、五年で 3 時間、六年で 4 時間です。六年生の

理科にしても、決して多い時間ではありません。それに比べますと、

国語は、四年が11時間、五年が8時間、六年が7時間で、学年が進

むにつれて少なくなってはいますが、それでも、終始最も多い時間を

独占していて、最も重要視されていることがよくわかります。 

「わが国の国語教育は、むずかしい漢字指導のために、多くの時

間を取ってしまって、他教科に振り向けるべき時間をそのため失って

いる」とか、「漢字を廃止してそのため浮いた国語の時間を、科学教

育に振り向けるべきである」と言うのは、一体何を証拠にして言い、何

を見て言っているのでしょう。漢字指導はむずかしいとしても、そのた

め国語の時間が、他教科へ振り向けるほど多いとは、何を見て言って

いるのでしょうか。とんでもない「でたらめ」ではありませんか。事実を

調べてみようともしないで、よくこんな出まかせが言えたものです。そ

こには一かけらの良心さえ認めることはできません。「国民の負担を

軽減するために、漢字を廃止せよ」と言ったところで、これでは「国民

のため」を考える人としては、とても信頼することはできません。 

事実は、漢字が負担が重すぎるかどうかはともかくも、わが国の国

語教育の時間は、欧米のどの国に比べてみても半分、もしくはそれ

以下です。わが国の国語教育がそのような少ない時間で間に合うな

ら「漢字は、負担が重すぎる」とは、絶対に言えないはずです。しかも、

私の提案する方法に改めるならば、現在程度の国詰力を養うには、も

っとずっと少ない時問でも足りるでしょう。これは、今までの指導の経

験から私は確信を持って言うことができます。しかし、これは、国語の

時間をもっとへらしてもよい、ということでは決してありません。それど

ころか、国語の時間は、もっともっと大幅にふやすべきだと思ってい

ます。なぜなら、理科学習も、社会科学習も、国語で行うからです。理

科教育でも社会教育でも、未熟な国語教育からは、りっぱな成果が

生れるはずがないからです。欧米諸国で、とりわけ科学の進んでいる

国において、理科教育よりも、国語教育に多くの時間を費しているの

は、そのためだと考えるより外はありません。 

この意味で、昭和 36 年の 4 月の朝日新聞が、社説で、「科学技術

教育と国語の重要性」という標題で、科学技術教育と国語の関連性を

指摘し、国語教育の重要性を説いたことは、大変に喜ばしいことだと

思いました。参考までに、その一部を次に紹介したいと思います。 

 

ちかごろほど、技術者養成とか、科学技術教育の必要がいわれ

ることはあるまい。それが社会の要請であることはいうまでもない。

（中略）しかし、それにつけても、考えなければならぬのは、一見無

関係のことのようではあるが、科学技術教育の底にあるものとして、

「語学」とくに「国語」の教育を再検討してみることではなかろうか。

（中略） 

極度に正確な表現と理解とを要求する科学を学ぼうとするならば、

それにふさわしい語学力を身につけなければならないし、むしろ、

細かい知識や技術などよりも、学問研究のための基礎としての国

語をしっかりやってもらいたいと、教育者たちはその実感を告白し
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ている。 

科学を修めるためには、人間の歴史の上に積み重ねられた先

人の著述や、記録を、この上なく正確に理解する「読解力」を必要

とするだろう。また、みずから観察し、経験し、実験したところを、ど

こまでも論理的に、精密に記録する「表現力」を欠いてはならない。

したがって、科学や技術ばかりでなく、すべての学門が進歩する

根底には、それぞれの国の「国語」への練達というものがあることを、

見落してはならない。（以下略） 

 

この考え方が正しいと私は思います。私たちは
、、、、

、草花に良い花を

咲かせたいと望む時には、土に肥料を与え、水を与えます。直接草

花に何をしてやらなくても、いや、何をしてやるよりも、土を肥すことの

方が大切なのです。土を肥すことをしないで、直接草花に当ることは、

かえって草花を弱めることになることを知らなければなりません。科学
、、

教育と言い
、、、、、

、理科教育と言うのも、いわば、豊かな土壌である国語教

育の上に咲く花です。国語教育をいい加誠にしておいて、やれ科学

教育だ、理科教育だ、と言ったところで、何にもならないと思います。

ドイツで、小学校の最初の三年問は、国語教育に主力を傾注して、理

科教育をまったく伏せておき、しかも、四、五、六年の充実期にも、理

科学習の時間は三学年の平均が3時間でしかないのに、国詩学習の

時問は、その三倍に近い 8 時間 40 分もある、というのはどうしても以

上の考え方によるものとしか考えられません。 

「君子は本をつとむ」と言いますが、ドイツにおける、各教科に対す

る時間の配当の仕方は、正にこれだ、と思われます。「本立って道生

ず」です。だからこそ、ドイツの科学教育が振興しているのではない

でしょうか。世の、いやしくも教育に関係のある仕事にたずさわってお

られる人、すべての人に、このドイツにおける学習時間の配当の実際

と、朝日新聞の社説とを、合せて考えていただきたいと思います。私

は、日本の教育が、あまりにも近視眼的であり、そういう見方に捉われ

ていて、大処高処からの見方の足りないことを非常に残念に、そして

悲しく思います。殊に情なく思いますことは、この明瞭な事実をも知ら

ないで、「同語の時間を余らせて、もっと重要な理科教育に回すべき

である。そうすれば日本の科学はもっと高められるであろう」などとい

う出まかせがまかり通る現状です。こんな、あまりにも事実からかけ離

れたでたらめがよく言えたものですが、こんなでたらめでも、外国の

実際を知らない人が聞けば、実に信じられやすい言葉です。それだ

けに、無責任なこの暴言は、私には黙って見過すことはできません。 

今まで、いや、今後もまだ長く続けられるだろうと思いますが、明治

以来、「漢語のかな書き」が、誰からも疑われずに来たことも、また実

に悲しいことに思われます。漢字を、単に字数（実は、語数でもあって、

語数と考える時は、多いと言われる漢字の数も決して多いものではな

い）の多いというだけの理由で、「漢字は学習しにくく、記憶しにくい

文字である」と、単純にきめつけてしまって、更にこれまた単純に、「こ

のようなむずかしい漢字を子供たちに与えるには、橋渡しとしてまず

『かな書き』して与える必要がある」と考えて、あやまちを重ねてしまっ

たことも軽率ですが、このあやまちが、今まで80年の長い年月にわた

って反省さえもされなかったということは、私には何としても情ないこと

だったと思われるのです。 

「かなは漢字の離乳食である」という考え方は、常識的には誰でも
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そう考えやすい理屈です。表記学 

習の本質から深く考えてみないかぎり、誰でも陥りやすい理屈です。

しかし、よく考えてみて下さい。離乳食というものは、米食に移るため

の準備として必要な過程ですが、かなと漢字とには、そういう関係は

全然ありません。乳児には、いきなり米を与えることはできません。そ

れを消化するだけの能力を胃腸が持っていないからです。その能力

を養うために、母乳と米食との中間食が適当なのです。しかし、表記

においては、「能力を養う」ということは、目的でないばかりか、かなの

学習能力と漢字の学習能力とは異質のものなのです。離乳食の場合

は、離乳食によって、消化する能力をつけるのが目的ですから、その

目的さえ果されるなら、離乳食は何だって良いわけです。しかし、表

記の場合は、学習する文字そのものが直接の目的です。言葉と、そ

の言葉を表す記号とを結びつけて記憶することが目的です。だから、

ある言葉をかなで表し、その両者の結びつきにおいて、それを記憶

することは、次にその言葉を漢字で表す場合、何の役にも立たない

のです。例えば、「学校」という字の学習に、「がっこう」という字の学習

は何の役にも立たないのです。いや、役に立たないだけなら良いの

ですが、実は大変な害があるのです。かな書き表記に慣れれば慣れ

るほど、本物の漢字表記の学習がさまたげられるのです。つまり、「が

っこう」という表記に習熟すればするほど、「学校」という表記を学習し

ても、実用の際に、先習した「がっこう」の方が使用されやすいので、

「学校」の習得がどうしても遅れるというわけになるのです。表記の学

習には、離乳食という考えはまったく当てはまりません。形だけを見ま

すと、大変似てはいますが、本質的にはまったく異なっているので

す。 

表記というものは、どんなにむずかしいものであっても、それが使

用すべきものであるなら、最初から本則的な表記の仕方を与えて、そ

れを学習させ、それに習熟させることが必要なのです。むしろ、むず

かしい表記であるなら、一層早くからその表記法に習熟させることが

必要なのです。 

アランが、その『教育論』で、「私たちはえんとつで船を見分けるよう

に、その語のかっこうで語を見分ける。もしも、Philosophie を Filosofie

と書くならば、それは初めから二本のえんとつをもぎ取ったことになる。

従って、私たちはもはや船の見分けがつかなくなる」と言って、伝統

的なスペリングを変えることのいけないことを説いていますが、このこ

とは、「漢字で表記すべき言葉を、かな書きして学習せる」場合にもま

ったく当てはまることです。 

ソシュールが、「普通、私たちは、語形を一目見て理解し、それを

組立てている文字を一々見てはいない。その語の映像は、表意文字
、、、、

の価値
、、、

を得るのである。ここに伝統的正書法の意義がある」と言って

いますが、この「語形の固定化」ということは、わが国の表記に当ては

めて考えてみますと、やはり、一つのことばを、漢字で表記したり、か

なで表記したりしてはいけない、ということになります。 

私たちは、人の顔を見るとすぐ「○○さんだな」と見分けることがで

きます。それは、顔の全体を、つまり、目、鼻、口、あご、ひたい、およ

びこれらの配置など、あらゆる点について細かく観察して、それで「○

○さんだな」とわかるのではありません。それは、その人によっても違

うでしょうが、目の辺なり、あるいは口の辺なり、あるいは顔のどことも

なく、観察というよりは、さっと視線を一走り走らせるだけで、○○さん
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であることを承知することができるのです。これは、長いことつきあっ

ている人なら、顔の輪郭でさえも認めがたいような遠方から、「あれは

間違いなく○○さんだ」というように見分けることができるものです。そ

れは、どこがどう見えるからと言うようなものではなく、その人のどこか

らともなく受ける印象から直感できるものなのです。この能力は、長い

間、くり返して顔を合せている間に、得るともなく自然に得られる能カ

なのです。これは、入の顔の識別にかぎるものではありません。文字

の場合もまったく同様だと思います。 

私たちは、文を読む場合、一字一字を決して細かくは観察していま

せん。一目で、思想の一かたまりであるいくつかの文字を一ぺんに読

み取っています。また、その文字の一字一字についても、一点一画

に至る微細な点までを見ているものではありません。文字のどこか一

部分をちらっと見るだけで、「これは○○という字だ」と認知できるの

です。また、文に脱字や誤字があっても、正しい文として読むことが

できるのは、一字一字をたどらなくても、一目で思想の一かたまりを読

み取っているからです。こういう識字力というものは、長い期間にわた

って、くり返し見ていさえすれば、特に努力しなくても自然に養えるも

のなのです。しかし、そのためには、「一つの言葉が、常に一定の表

記の形を取ってくり返し提出される」という条件が必要になります。こ

れが表記法における「正書法」の意義です。欧米の各国では、必ず

「正書法」が存在していて、誰でもこれに従って書こうと努力していま

すが、そして、それが文字を使用するものの当然の義務として守られ

ていますが、よく考えればこれは当然極ることなのです。自動車に乗

る者が交通規則を守るのは、当然過ぎるほど当然のことで、違反すれ

ば本人よりもはたの者大勢が迷惑します。表記も同様で、「正書法」を

守らなければ困るのは、本人よりも、これを読ませられる多くの他人で

あって、これは道徳的な問題です。 

わが国では、国語専門家と称せられる人々の間にも、この「正書

法」の意義が正当に評価されておりません。だからこそ、日本には

「正書法」的表記法さえ行おうとする人が、今までいなかったのです。

私は、先に、これを道徳的な問題だと言いましたが、「正書法」は、明

らかに公衆道徳の一つだと思っています。そして、これが、わが国に

発達しなかったということは、一般に公徳心が低い、と言われている、

そのことに通ずるものがあるように、私には思えます。公徳心の低い

のは、公徳心の価値をよく認識しないからであるように、「正書法」が

わが国に存在しないのは、「正書法」の価値の認識が低い証拠です。 

昭和36年5月28日号の「朝日ジヤーナル」の座談会「漢字をめぐ

る諸問題」で、私が「当用漢字で書き表せるような言葉は、小学校の

一年生の初めから漢字で指導している」と言って、第一部に述べた

「二つの実験」の結果について話しましたところ、波多野完治氏が、

私の指導法について三つの点に注意する必要がある、と前置きされ

て、「第一は、学習、あるいは教授体系における正書法主義ということ

です。これは石井さんの教授体験の中で、最も正しい考え方
、、、、、、、、

だと思う。

一年生の教科書を正書法的に書きなおして、それを常に子供に見せ

ることによって、漢字の習得率があがった、ということは大きな成果で、

カリキュラムの編成に相当考えて、とり入れていかなければいけない

問題じゃないか。（下略）」と言われたことは、私にとって嬉しいことで

した。そのくらい、「正書法」の問題は、重要であるにもかかわらず、今

までわが国の教育界の注意をひかなかったものです。 
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一つのことばが、初めは「かな」で表記され、それに対する慣れ、

つまり認知力がようやくでき上るころになって、その表記を漢字に改

める、ということは、アランの言う「えんとつをもぎ取る」どころの話では

ありません。船をぶちこわして、私たちの前からなくしてしまうことなの

です。「船の見分けがつかなくなる」どころか、船を見る機会をなくす

ことになるのです。今までの記憶……今までの知識をすべて無意味

な、価値のないものにすることなのです。そして、その代りに別に、新

しい船を、新しく記憶しなければならないのです。「がっこう」という表

記に意義を認めている人たちは、この「がっこう」という字の習得が、

「学校」という字の学習に、離乳食的な効果を持つ、と言ってその価値

を認めているのですが、まったくとんでもない勘違いです。「学校」と

いう概念を、「学校」という視覚形象に結びつける学習に、「がっこう」と

いう異質の視覚形象を与えて、印象を分裂させ、じゃまさせて、何で

効果があがるはずがないではありませんか。しかし、私も、実はこれ

が最初からわかっていたわけではありません。最初は、「漢語をかな

書きして学習させ、それに習熟させてから漢字書きに改める、というこ

とには学習の無駄がある」ということだけしか考えていませんでした。

つまり、どうせ最後には、漢字で表記させるものなら、最初から漢字で

教えた方が、かな書き学習の分だけ無駄が省ける、というくらいにし

か考えていなかったのです。ところが、これを実際に行ってみると、こ

とは決してそんなに単純なものではないことが、よくわかって来ました。

心理学で指摘していることですが、先に学習した「がっこう」という語形

印象が、「学校」という語形を新しく印象づけるのを妨害するのです。

「かなは漢字の離乳食である」などという考え方は、正に乳幼児的な

浅はかな考え方だと言わなければなりません。 

「がっこう」が「学校」の学習を妨害するだけではありません。すでに、

第一部で報告しましたように、第二次の実験で、① 火と（人）が木

（来）ました。②月き、雨め、のような誤った使い方をする子が多くあっ

て、この学習方法には無駄がある、というよりはもっともっと大きな問

題があることがわかって来たのです。「正書法」がいかに大切なもの

であるかが、ここでいやというほど痛く知らされたのです。これは、今

までのような学習方法と、私がここに提案したやり方と、両方を自分で

試みるならば、誰でも思い知らされることですが、そうでないかぎり、

「正書法」の重要さは、口にする人はあっても、真に知ることはできな

いのではないか、と思われます。 

この点では、正書法を実施している国の人たちは、他国である日

本の表記法でも、これを深く観察していれば、このことがよくわかるも

のと見えます。例えば、アメリカ大使館の図書課長であるレオン・ピー

カン氏は日本の「漢字のかな書きは、学習の容易さをねらいながら、

実はかえって、学習に煩雑さ、困難さを加えるものである」ことを指摘

しています。氏は、昭和33年 6月号の「言語生活」に次のように述べ

ています。 

 

この頃、漢字に代って、かなが多く使われるようになって来た。ある

小説を読んだら、「丁寧」ということばが、別の所では「ていねい」とな

り、また他の所では「丁ねい」とたっていた。これは、日本語を容易に

するねらいだということだが、私には納得がいかない。容易にするね

らいなら三種類の表記を、そのうちのどれでもよいから一つにするこ

とである。 
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と、言っています。「丁寧」「丁ねい」「ていねい」このうちのどれでもよ

い、その一つに統一するのが、「正書法」ということです。正書法という

点からだけでは「ていねい」でもよいのですが、実はピーカン氏は、

一つに統一すればよいとだけ言いながら、それは「丁ねい」や「てい

ねい」に統一することであってはならないことを暗示しているので、そ

の点にも触れておきたいと思います。それは、氏が、「（日本に）略字

が多くなって来ているが、これも同じようにねらいがはずれてはいな

いだろうか。なぜなら、略字を習い（その点だけでは便利のように思

えるが）その上いつ出会うことになるか知れない本字を加えて、かえ

って（学習を）複雑化することになるからである」（かっこ内は石井挿

入）と言っているのであって、これで「丁ねい」や「ていねい」という表

記をしていることを氏が否定していることが明瞭にうかがわれます。ま

た同時に、この氏の言葉で、「16世紀の発音であるouniの表記である、

英語の「ｏne」が、その後、ｏun→wun→w∧n という変化をしたが、表記

は少しも変化していない」というその理由がなぜであるかをうかがうこ

とができます（この点については別に考えてみたいと思っていますの

で、ここではこれ以上述べません）。 

ピーカン氏の言われた言葉は、内容的には違いがありますが、「漢

字で書く言葉を一年生ではかなで教える」場合にもまったく同様に適

用すべきであることは明瞭だと思います。やはり、「学習の容易をねら

いながら、かえって煩雑化し、困難化している」と言われるに違いあり

ません。文字の機能という点からみる時、「正書法」の必要なことは明

瞭です。従って、ピーカン氏の指摘はまったくその通りだと言わざる

を得ません。 

国語審議会が、文字の機能という点に深く考えを致さないで、見せ

かけだけの「学習の容易さ」に引きずられて、「かな書きしたり、略字を

作ったりすることが、かえって国民の国語生活を複雑にする」点に思

い至らなかったのは、実に情ないことだったと思います。 

 

〔その二〕 社会科用語は社会科で、理・数科用語は、理・数科で

提出し、指導すべきである。今まで、一般に当然のことのように考

えられていた「国語教科書にまだ提出され、指導されていない漢

字は、他教科には提出すべきではない」という考え方はぜひとも

改められなければならない。 

 

わが国では、どんな言葉でも、とりわけ漢字はどんな文字でも、最

初は必ず国語科で提出し、指導すべきである、と考えられています。

国語科で指導されない漢字は、他教科では使ってはならない、という

不文律があるわけです。これは大変奇妙なことだ、と私は思います。

一体、国語科とか社会科とか、いろいろな教科を設けて学習すること

は、それが能率的であり、効果が多い、と考えられる面が多いからで

あって、教科は便宜的に設けられたものに過ぎません。だから、教科

のわくをはずした方が効果があると思われる場合は、当然わくをはず

してよいのですが、わが国では、一たん、文字の学習を担当する教

科は国語科だ、ということになりますと、社会科や理科、算教科等、別

の教科で扱った方がよいと思われる「言葉」や「文字」までも、無理し

てでも、同語科学習の中に押し込もうとします。これもやはり、物事を、

その本質から見ようとしないで、形式に捉われやすいという性格に原

因しているのではないかと思われます。中・高校は、教科担任制であ

り、専門に分れているのでともかく、小学校で、教科のわくを墨守する
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先生の多いのは、私には意外であり、泣かされたことでした。「足の型

をとって靴を買いに行った人が、型を忘れたのに気が付き、家に取り

に帰った」という譬え話は、決して譬え話ではなく、自分の足よりも足

型を頼りにする先生が残念ながら非常に多いのです。 

さて、これから基本原則の二について、提案理由を三つ挙げたい

と思います。 

その第一は、基本原則の一（漢字で表記するのを本則とする言葉

は、最初から漢字で表記する）を実行すれば、社会科学習に必要な

社会科で、理科学習に必要な言葉は理科学習で学習するのが自然

だから、その言葉を表記する漢字も、従ってその場で学習するのが

当然だ、ということです。つまり、基本原則の二は、基本原則一の

「系」ということになるわけです。 

第二は、もっと積極的な理由です。社会科用語は社会科で、理科

用語は理科学習の際に指導した方が有効である、という考えです。百

聞は一見にしかずで、何事でも実際に即して学習することが、最も有

効な方法ですが、言葉でも文字でも、社会科用語は社会科で理科用

語は理科学習で、実際に即して学習する方が、理解もしやすく、記憶

もしやすいものです。言葉や文字は、生きた働きを持っているもので

すから、理科用語を、無理に国語科で学習させようとすると、その言

葉や文字は死んでしまいます。その言葉や文字の真の姿や働きは、

そのような場ではとても見ることができません。 

「理科用語は理科学習で、社会科用語は社会科学習で」というのは、

実は、欧米諸国では、すでに学習の常識になっていることで、例えば、

「ハンカチーフ」という言葉は、アメリカでは、社会科用語とされていて、

そのスペルも社会科学習の時間に学習されて、国語科学習では、学

習されないということです。 

わが国では、教育漢字を六学年に分けて配当していますが、それ

らの漢字は、すべて国語科で学習するようになっています。ところで、

漢字は、一字でいくつかの意義や用法を持っているのにもかかわら

ず、ある漢字が、ある学年に配当されるについては、その漢字を、い

かなる意義において使用すべきであるか、ということは勿論、その漢

字をその学年に使用すべき何の必然性をも見いだすことができない

のです。例えば、「生」という字が一年生に配当されていますが、これ

が、「うまれる」か「うむ」か、また「いきる」か、あるいは「先生の生」とし

て提出するものであるかは、何の規定もされていないのです。これで

は、そのうちの一つを提出すればよいのか、全部を提出しなければ

ならないのか、勿論わかりません。全部の用法をその場で指導する、

ということは大変なことですし、一つの用法だけでよいとすれば、他の

用法の指導はいつ行ったらよいのでしょう。ちょっと考えてみただけ

でも、どちらも無理であり、不完全であって、「漢字の学年配当」という

ことは、大変不可思議なことと言わなければなりません。 

これは、ある教科書の編集に当った人から直接聞いた話ですが、

「仁」という字の提出に、「仁丹」にしようかと考えたが、これは商品の

宣伝になる、というので止めて、「仁一」という名前にして提出した、と

いう話を聞きました。これは、決してこの編集者だけに限ったことでは

ありません。どの教科書でも、皆さんよく御覧になれば、よくおわかり

いただけると思います。しかし、これでは、「漢字というものは、何でも

かんでも提出しさえすれば、それで済むのだ」というくらいにしか考え

ていない、というより外に考えようがありません。つまり、「『仁』という字

は、『ジン』と発音する文字だということさえわかれば、それでよいの
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だ」としか考えていないように思われます。漢字は、申すまでもなく、

表音文字というより表意文字です。実は、「音（発音）」と「義（意義）」と

を合せ持った文字ですが、殊に、後者の「表意」にその特性を持って

いるものです。故に、「仁」が「ジン」と読む字であることを指導しただ

けでは、漢字指導にならないのです。「ジン」という発音の文字であっ

ても「人」とどう違うかを知らないようでは、「仁」という字を学習したこと

には、とてもなりません。漢字というものは、極端な言い方をするなら

ば、「仁」という字が何と読むべき字であるかはわからなくても、その字

がどんな意味を表す文字であるかがわかれば、それで良いのです。

なぜなら、文字の窮極の目的が、思想の伝達にあるからです。漢字

は、その目的にそって生れ、発達したものです。ですから、この「仁

一」というような漢字の提出の仕方は、漢字教育という点から言うなら

ば、ほとんど無意味と言うべきものであって、もしも、「仁」の意義を、

小学生に指導するのが困難だから、わざとこんな使用をしたのだ、と

言うのであるならば、「それでは、『仁』という漢字の提出を、まださし

控えるべきであった」と、私は言いたいと思います。意義と結びつか

ない漢字は、存在理由がないのです。発音だけしか表さない漢字は、

漢字という名に値しません。そのような漢字では、かなより不便である

のが当然で、漢字で表記する必要はありませんから、かな書きした方

がよいのです。 

「英吉利」「独逸」「仏関西」などの書き方の無意味さとまったく同じ

です。 

「仁一」などということばで、「仁」という漢字を学習させたつもりでい

られるような教科書の編集者は、残念ながら、漢字指導に関するかぎ

り、失格者というべきです。こういう考え方をしているからこそ、「漢字

はめんどうだ、かな書きにしてしまえ」という意見が出て来るのです。

発音だけ教えればそれでよい、という考えなら、発音だけしか表せな

い「かな」の方がいいに決っています。 

私は、ずいぶん、教科書の編集者を責めてしまいましたが、その罪

の種をまいたのは、教育漢字の制定であり、その「学年配当」であっ

たかも知れません。つまり、このようなものが制定されていなければ、

教科書の編集者たちは、「仁一」などという、漢字の提出の仕方をしな

かったかも知れないのですから。その点、編集者の苦労は察するに

あまりあるものがあったと言えましょう。 

いずれにしても、「漢字というものは、何でもかんでも提出しさえす

れば、それで済むのだ」という考えと、「漢字は必ず国語科で学習し

たければならない」という考えとは、どちらも、物事を本質から考えよう

としないで、形式だけを重んずるものであって、その根底においては、

相通ずるところがあるように、私には思えます。よくよく考えてみなけ

ればならぬことだと思います。 

第三は、「言葉」や「文字」は、使用の場がその真の意義を決定す

るからです。例えば、「反射」とか、「屈折」とか、というような言葉にし

ても、理科には理科の特有の用法があり、意義があるのです。それは、

国語科学習に任せておいて、それで済む、というようなものでは決し

てありません。言葉にしても、文字にしても、それが使用される場にお

いて、有機的に理解すべきものであって、そうでなくては真の理解は

できないものです。極端な言い方をするなら、その場以外には、その

場に使用される言葉や文字について、適切な指導を行い得る場はな

いのです。つまり、理科における「反射」という言葉は、理科の学習時

間以外には、真に理解できる場がないわけです。 
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ピエール・ギローの「意味論」によれば、言葉の意味を、「基本的意

味」と「文脈的意味」とに分けていますが、私たちが、言葉なり文章な

りを使用する時には、孤立した言葉や文字というものを考えることはま

ずありません。つまり、私たちが実際に使用している言葉の意味とい

うのは、ギローの言う「文脈的意味」の方なのです。例えば、同書に、

「Opérationはデルタ地帯において続行された」という例が挙げられて
いますが、この「Opération」という言葉が、車事的な「作戦」の意味で
使われていることは、この文脈が示しているのです。「Opération」とい
う言葉は、経済的用語としては「業務」という意味に用いられ、数学用

語としては「演算」という意味に、医学用語としては「手術」という意味

に用いられます。これらのいくつもの用法に共通して存在する概念が

「基本的意味」というわけになりますが、実際に使用する場合には、そ

ういう用法は存在しません。必ず「作戦」とか「手術」とか、そういう意味

に用いられているのであって、「基本的意味」は、それらの多くの用法

に習熟していくうちに、自然と把握されるものなのです。 

わが国で、「あらゆる言葉や文字は、まず国語科で学習する」という

方式が行われているのは、言葉や文字の「基本的意味」を国語科で

学習させておけば、それで、理科的用法も、社会科的用法も理解で

きる、という考えがあってのことのように思われるふしがあります。言葉

や文字を、文から切り離して扱う学習が非常に多いのです。これはや

はりその一つの現れだと思いますが、新しく漢字が出されると、何で

もかんでもその時に習得させてしまおうとして、いやというほど反復練

習させる習慣があります。先に引用しました「朝日ジャーナル」の「漢

字をめぐる諸問題」で、輿水実氏が、「日本では、漢字が最初一回出

て来ると、その時に指導してしまう。くり返して何回目に覚えなければ

いけないのじゃなくて、一回出たところで覚えさせる原則です。だから、

子供としては、あとは、家で書き取りをやる以外にない」と言っておら

れますが、これが確かに小学校における漢字指導の実態です。しか

しこんなばかげた指導はないと思います。気長に反復練習させれば、

誰だって、自転車に乗れるようになりますが、「さあ、この一時間の間

に、どうしても自転車に乗れるようにしなさい」と言ったって、誰にでき

ますか。それは無理というものです。その漢字を、どうしてその一時間

の間に 

覚えてしまわなければならない理由があるのでしょう。もしも、そう

いう理由があって、それが学習する子供たちに納得されているなら、

それはできるようになるかも知れません。しかし、そういう理由は、ある

はずがありません。私が、一年生の漢字指導で、六年生よりも優れた

習得率を収めることができたのは、少しも不思議なことではありません。

同じ漢字が、国語だけでなく、算数の学習にも、理科の学習にも用い

られて、いやでも読んだり書いたりする機会が多くて、ひとりでに覚え

てしまうからです。いわばどんなばかな人でも、毎日見ている人の顔

は苦労しなくても覚えてしまうからです。 

言葉や文字の「基本的意味」だけ指導してやって、「あとはそれで

応用しなさい」というようなわが国の教育方法は、どう見ても無理という

ものです。それは教育という名に値しません。言葉や文字の指導は、

国語も算放も理科も社会科もありません。子供たちは、そこに用いら

れている文字や言葉によって、算数でも理科でも、その学習を進めて

いくわけですから、その文字や言葉について、少しでも不明瞭な、あ

いまいなものがあったら、その教科学習全体の上でも、当然、あやふ

やな知識しか生れないはずです。ですから、どんな教科でも、「文字
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や言葉を扱わないでよい」という教科はないはずです。 

そこで、あらゆる教科で、言葉や文字の指導を行うということになる

のですが、そうなりますと、同じ言葉や文字が、それが使用される場

によって意味に違いのあることがわかって来ます。そして、いくつもの

用法や意味の違いを学習することによって、自然に「基本的意味」が

理解され、しっかりとした知識ができ上るわけなのです。演繹法と帰

納法とに軽重はありませんが、子供が文字や言葉を習得していく過

程には、帰納的に察知され、深められていくような指導が工夫されな

ければいけないと思います。 

アランは、『教育論』で、「言葉には意味がない。文がそれを決定す

るのだ」と言っています。これは、「実際には『基本的意味』などという

ものは存在しないのだ」と言っているように取れます。つまり、実在す

る「父」は、「やさしい父」であり、「目の細い父」であり、「いつもテレビ

ばかり見ている父」であり、反対に、「怒りっぽい父」であり、「ギョロッと

した目の父」であり、「研究に没頭する父」であって、それらを全部加

えて平均を出したような父ではないようなものです。だから、たとい国

諸科で学習した言葉や文字でも、理科では理科として、その言葉や

文字を見直し、考え直してこれを明瞭にする、というように指導される

べきだと思うのです。それが、どんな教科によらず、学習を進めていく

上に、最も基本的な問題であって、わが国の学習が、今までこれを怠

っていたことはうなずけないことです。 

私たちは、言葉によって物を考えます。精密な思考というものは、

精密な言葉によらなくては不可能です。従って、理科学習でも、社会

科学習でも、まず言葉の意味を正確にしなくては、その学習を進めて

いくことができないはずです。何によらず、私たちが使用する言葉や

文字を、明確にしておいてから話を進めて行く態度、これほど基本的

で、これほど重要な態度はないと思いますが、またこれほど、日本人

に欠けているものもないと思います。用語を明確に理解させ、使用さ

せる指導を怠っては、言葉に直接関係ある面の什事は勿論のこと、

科学面においても、その学問を進め、深めて行くことは不可能なこと

だと、私は思います。 

以上、大変に要領を得ない説明であったかも知れませんが、「言葉

や文字の指導は、あらゆる教科で、あらゆる機会を通して行うべきも

のである」という、私の主張だけは、ほぼおわかりいただけたのでは

ないかと思います。小学校では、一人の教師が、国語でも社会科でも、

算数でも理科でも、すべて担当し、指導しています。故に、以上のこ

とを知って、その気にさえなるならば、指導は比較的容易にできると

思います。その時には、「理科学習に、こんなに文字指導に時間を食

われてしまって……」などと心配することのないように、自信を持って

やっていただきたいと思います。いくら、文字や言葉の指導に時間を

費そうと、それが、やはり理科学習の重要な内容の一つなのです。そ

れでもなお心配でしたら、東ドイツの「四年生までは、国語が全授業

時間の半分以上を占めていて、しかも理科、社会科などの学習をしな

くても、決して科学教育にマイナスにならない」事実を見て下さい。 


